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９月定例会９月定例会

あらましあらまし

令和５年令和５年

　
令
和
５
年
９
月
定
例
議
会
は
、
９
月
５
日
か
ら
９
月
27
日
ま
で
の
23
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。
市
長
専
決
処
分
の
報
告
３
件

の
ほ
か
、
人
事
案
件
、
条
例
の
制
定
・
一
部
改
正
、
令
和
５
年
度
補
正
予
算
、
令
和
４
年
度
決
算
等
の
市
長
提
出
議
案
が
25
件
、
請
願

５
件
が
提
出
さ
れ
、
一
部
を
除
い
て
各
常
任
委
員
会
、
決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
慎
重
に
審
査
・
審
議
を
行
な
い
ま
し
た
。
議

案
は
副
市
長
人
事
案
件
を
除
き
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同
意
・
認
定
し
、
請
願
は
３
件
が
採
択
、
２
件
が
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
議
員
か
ら
は
市
の
保
有
す
る
個
人
情
報
漏
え
い
の
調
査
に
関
す
る
決
議
案
１
件
、
意
見
書
案
３
件
、
懲
罰
動
議
２
件
が
提
出
さ
れ
、

決
議
案
は
否
決
、
意
見
書
案
は
す
べ
て
可
決
し
ま
し
た
。
懲
罰
案
件
に
つ
い
て
は
２
件
と
も
懲
罰
を
科
さ
な
い
こ
と
と
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
決
算
を
認
定　

補
正
予
算
は
可
決

９月定例会９月定例会
市
長
専
決
処
分
の
報
告

　
市
有
地
に
あ
る
桜
の
根
が
、

個
人
宅
敷
地
内
に
侵
入
し
、
浄

化
槽
を
破
損
さ
せ
た
事
案
ほ
か

２
件
に
つ
い
て
和
解
及
び
損
害

賠
償
額
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

の
同
意

　
令
和
５
年
12
月
31
日
の
任
期

満
了
に
伴
い
、
吉
井
浩
氏
、
萩

原
澄
之
氏
、
眞
下
広
司
氏
が
推

薦
さ
れ
、
全
員
一
致
で
同
意
し

ま
し
た
。

財
産（
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
）の

取
得

　
老
朽
化
し
た
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車
を
更
新
し
、
円
滑
な
消
防

活
動
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
、

全
員
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

消
防
団
第
10
分
団（
祖
母
島･

上
村
、
金
井･

大
野
）に
配
備

さ
れ
ま
す
。

渋
川
市
副
市
長
の
選
任
の
同
意

　
不
在
と
な
っ
て
い
る
副
市
長

に
伊
勢
久
美
子
氏
を
選
任
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。
賛
成
少

数（
賛
成
８
人
・
反
対
９
人
）で

同
意
し
な
い
こ
と
と
し
ま
し
た
。

渋
川
市
市
長
会
見
に
関
す
る
調

査
第
三
者
委
員
会
設
置
条
例

　
７
月
７
日
に
行
わ
れ
た
市
長

記
者
会
見
の
内
容
に
つ
い
て
調

査
す
る
第
三
者
委
員
会
を
設
置

す
る
た
め
、
条
例
を
制
定
す
る

も
の
で
す
。
賛
成
多
数
で
可
決

し
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
４
号
・
第
５
号
）

　
第
４
号
は
、
主
に
生
活
困
窮

世
帯
の
経
済
的
負
担
軽
減
に
よ

る
小
中
学
生
の
学
習
環
境
支
援

の
た
め
の
予
算
、
民
間
保
育
所
・

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
等
へ
の
物

価
高
騰
対
策
費
の
一
部
補
助
の

た
め
の
予
算
、
渋
川
医
療
セ
ン

タ
ー
歯
科
口
腔
外
科
新
設
支
援

の
た
め
の
予
算
、
県
指
定
天
然

記
念
物
ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ
ウ
緊
急

保
全
対
策
の
た
め
の
予
算
な
ど

４
億
６
８
４
１
万
６
０
０
０
円

を
追
加
す
る
も
の
で
、
全
員
一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
第
５
号
は
、
市
長
記
者
会
見

の
内
容
を
調
査
す
る
た
め
の
予

算
60
万
円
を
追
加
す
る
も
の
で
、

賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

懲
罰
動
議

　
２
人
の
議
員
に
対
す
る
懲
罰

動
議
が
そ
れ
ぞ
れ
提
出
さ
れ
、

懲
罰
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、

慎
重
審
議
の
結
果
、
２
件
と
も

懲
罰
を
科
す
べ
き
も
の
で
な
い

と
認
め
る
と
の
結
論
に
至
り
ま

し
た（
詳
細
は
７
ペ
ー
ジ
）。
委

員
会
の
審
査
結
果
に
基
づ
き
本

会
議
で
採
決
し
た
と
こ
ろ
、
２

件
と
も
可
否
同
数
と
な
り
、
議

長
裁
決
に
よ
り
懲
罰
を
科
さ
な

い
と
決
定
し
ま
し
た
。

市
の
保
有
す
る
個
人
情
報
漏
え

い
の
調
査
に
関
す
る
決
議

　
市
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の

漏
え
い
に
つ
い
て
、
調
査
特
別

委
員
会
を
設
置
し
調
査
し
よ
う

と
す
る
決
議
案
が
提
出
さ
れ
、

賛
成
少
数
で
否
決
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
決
算
認
定

　
一
般
会
計
決
算
、
７
つ
の
特

別
会
計
決
算
、
そ
の
ほ
か
水
道

事
業
会
計
欠
損
金
の
処
理
及
び

決
算
、
下
水
道
事
業
等
会
計
決

算
に
つ
い
て
す
べ
て
認
定
し
ま

し
た（
詳
細
は
４
ペ
ー
ジ
）。

歯科口腔外科が新設される
渋川医療センター
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総
務
市
民

審
査
結
果　
付
託
さ
れ
た
４

議
案
及
び
請
願
１
件
は
全
会

一
致
ま
た
は
多
数
決
で
可

決
・
採
択
し
ま
し
た
。
請
願

２
件
は
願
意
に
沿
い
が
た
く
、

不
採
択
と
し
ま
し
た
。

渋
川
市
行
政
手
続
に
お
け
る
特

定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の

番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律

に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用
及

び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　
福
祉
医
療
費
の
支
給
に
関
す

る
事
務
に
お
い
て
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
情
報
提
供
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
を
活
用
す
る
た
め

の
条
例
改
正
で
す
。

質
疑

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
の
活
用
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
は
。

答
弁

申
請
に
必
要
な
個
人
情

報
を
情
報
連
携
に
よ
り
市
側
で

確
認
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
、

申
請
書
の
添
付
書
類
を
省
略
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

渋
川
市
市
長
会
見
に
関
す
る
調

査
第
三
者
委
員
会
設
置
条
例

質
疑

第
三
者
委
員
会
を
設
置

し
、
調
査
す
る
こ
と
に
よ
る
市

の
メ
リ
ッ
ト
は
。

答
弁

市
長
の
見
解
等
は
す
で

に
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
客
観

性
を
持
っ
た
意
見
が
市
に
お
い

て
示
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
今

後
の
市
の
対
応
に
当
た
り
、
今

回
の
調
査
に
よ
り
客
観
的
な
判

断
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

が
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
す
。

経
済
建
設

審
査
結
果　
付
託
さ
れ
た
３

議
案
は
す
べ
て
全
会
一
致
で

可
決
し
ま
し
た
。

市
道
の
廃
止
・
認
定
に
つ
い
て

質
疑

赤
城
町
中
原
土
地
改
良

事
業
の
完
了
に
伴
い
今
回
認
定

す
る
道
路
や
、
そ
の
ほ
か
の
道

路
の
側
溝
の
設
置
状
況
は
。

常 

任 

委 

員 

会 

の 

審 

査

答
弁

農
地
や
建
物
へ
の
出
入

口
の
ほ
か
、
危
険
性
の
有
無
に

よ
り
グ
レ
ー
チ
ン
グ
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

団
体
営
渋
川
第
五
地
区（
八
木

沢
貯
水
池
）土
地
改
良
事
業
の

施
行
に
つ
い
て

質
疑

大
型
重
機
使
用
の
工
事

だ
が
通
行
止
め
等
に
な
る
の
か
。

答
弁

全
面
通
行
止
め
に
は
せ

ず
、
片
側
通
行
と
な
り
ま
す
。

経
済
建
設
常
任
委
員
会
協
議
会

　

市
か
ら「
Ｓ
Ｕ
Ｎ
お
の
が
み

等
の
譲
渡
の
方
針
に
つ
い
て
」、

「
本
市
の
路
線
バ
ス
等
を
取
り

巻
く
状
況
に
つ
い
て
」、「
水
道

料
金
の
改
定
方
針
に
つ
い
て
」

報
告
・
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案（
総
務
市
民
４
議
案
、
経

済
建
設
３
議
案
、
教
育
福
祉
５
議
案
、
予
算
４
議
案
）は
す
べ
て
全

会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。
主
な
質
疑
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

教
育
福
祉

審
査
結
果　
付
託
さ
れ
た
１

議
案
及
び
請
願
２
件
は
す
べ

て
全
会
一
致
で
可
決
・
採
択

し
ま
し
た
。

教
育
福
祉
常
任
委
員
会
協
議
会

　
市
か
ら
、
次
の
事
項
に
つ
い

て
報
告
・
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
あ
か
ぎ
診
療
所

の
再
開
に
向
け
た
取
組
の
経
過

に
つ
い
て

質
疑

施
設
の
う
ち
、
診
療
施

設
と
し
て
の
活
用
が
想
定
さ
れ

な
い
部
分
の
有
効
活
用
を
図
る

と
あ
る
が
、
診
療
施
設
機
能
に

先
行
し
て
部
分
的
に
活
用
を
始

め
ら
れ
な
い
か
。

答
弁

診
療
施
設
機
能
の
め
ど

が
立
ち
、
そ
の
使
用
範
囲
が
定

ま
っ
て
か
ら
で
な
い
と
難
し
い

と
考
え
ま
す
。

古
巻
公
民
館
の
整
備
に
関
す
る

現
状
と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

質
疑

今
後
さ
ら
に
物
価
高
騰

が
進
ん
で
も
予
算
は
足
り
る
か
。

答
弁

物
価
高
騰
分
を
10
％
程

度
見
込
ん
で
積
算
し
て
い
ま
す
。

予
　
　
算

審
査
結
果　
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
）、
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）
は
全
会
一
致
で
可
決
、

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５

号
）
は
多
数
決
で
可
決
し
ま

し
た
。

児
童
手
当
支
給
事
業（
延
長
支

給
分
）

　
高
校
生
世
代
の
子
ど
も
の
保

護
者
に
支
給
を
予
定
し
て
い
る

３
万
円
分
の
渋
Ｐ
ａ
ｙ
ポ
イ
ン

ト
に
、
１
万
円
分
を
加
算
し
て

計
４
万
円
分
を
支
給
し
ま
す
。

質
疑

児
童
手
当
支
給
事
業
の

対
象
者
数
、
支
給
開
始
時
期
は
。

答
弁

対
象
者
は
１
９
０
０
人

で
、
対
象
者
に
10
月
に
通
知
し
、

12
月
か
ら
支
給
開
始
し
ま
す
。

物
価
高
騰
対
策
児
童
・
生
徒
学

習
支
援
事
業

　
準
要
保
護
認
定
世
帯
の
児
童

生
徒
の
学
習
環
境
を
支
援
す
る

た
め
、
対
象
世
帯
の
保
護
者
に
、

児
童
生
徒
１
人
当
た
り
３
万
円

を
支
給
し
、
学
習
に
か
か
る
経

済
的
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

譲渡する方針のＳＵＮおのがみ
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歳　入 歳　出

一 般 会 計 372億6168万9980円 355億1037万7076円

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 88億3076万2046円 86億9193万5055円

後 期 高 齢 者 医 療 11億8844万7100円 11億8312万6562円

介 護 保 険 91億4265万9665円 88億1745万9966円

農 産 物 直 売 事 業 355万8355円 355万8355円

伊 香 保 温 泉 観 光 施 設 事 業 1億6809万4365円 1億2336万2550円

小 野 上 温 泉 事 業 2978万7654円 2978万7654円

交 流 促 進 セ ン タ ー 事 業 2025万4938円 2025万4938円

企

業

会

計

水 道 事 業
収益的収入･支出 17億9711万6532円 18億  869万5560円

資本的収入･支出 4億6693万1560円 14億  353万3175円

下水道事業等
収益的収入･支出 26億3836万9183円 25億3803万  928円

資本的収入･支出 18億  801万3261円 24億4881万4104円

令
和
４
年
度
決
算
を
認
定

～
決
算
特
別
委
員
会
～

歳出総額　６２５億７８９３万５９２３円

歳入総額　６３３億５５６８万４６３９円

一般会計決算額の内訳

地方交付税
24%

市税
31%

国庫支出金
16%

県支出金
8%

地方消費税交付金
5%

諸収入
3% その他

10%

歳入
372億6168万円

市債
3%

総務費
15%

民生費
35%

教育費
10%

公債費
9%

土木費
9%

衛生費
8%

農林水産業費
4%

商工費
5%

消防費
4% その他

1%

歳出
355億1037万円



5

みなさんの税金の使い道の一部です

令
和
４
年
度
一
般
会
計

職
員
人
件
費

質
疑

職
員
人
件
費
が
マ
イ
ナ

ス
と
な
っ
た
要
因
は
。

答
弁

定
員
管
理
計
画
を
上
回

る
職
員
の
退
職
に
よ
り
職
員
数

が
７
０
０
人
と
な
り
、２・４
％

減
少
し
ま
し
た
。

診
療
所
改
革
推
進
事
業

質
疑

国
保
あ
か
ぎ
診
療
所
の

不
動
産
鑑
定
の
目
的
と
評
価
額

は
。

答
弁

国
保
あ
か
ぎ
診
療
所
を

民
間
事
業
者
に
貸
付
け
る
場
合

の
参
考
と
す
る
た
め
、
不
動
産

鑑
定
を
行
い
ま
し
た
。
鑑
定
額

は
、
土
地
２
２
０
０
万
円
・
建

物
６
８
０
０
万
円
で
す
。

地
域
の
魅
力
総
合
発
信
事
業

質
疑

地
域
の
魅
力
総
合
発
信

事
業
の
目
的
と
実
績
は
。

答
弁

市
の
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向

上
を
図
る
た
め
、
応
援
大
使
の

委
嘱
、
ぐ
ん
ま
愛
２
０
２
２
へ

の
掲
載
、
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ

ョ
ン
活
動
の
推
進
を
行
い
ま
し

た
。
令
和
４
年
度
の
撮
影
件
数

は
26
件
、
エ
キ
ス
ト
ラ
登
録
者

は
１
６
５
人
と
な
り
ま
し
た
。

移
住
定
住
新
生
活
応
援
事
業

質
疑

結
婚
し
た
人
か
ら
、
こ

の
事
業
を
知
ら
な
か
っ
た
が
、

ま
だ
申
請
で
き
る
か
と
の
苦
情

が
あ
っ
た
。
婚
姻
届
等
の
提
出

時
に
十
分
説
明
す
る
べ
き
。
事

業
の
周
知
方
法
は
。

答
弁

事
業
の
周
知
に
つ
い
て

は
、
広
報
し
ぶ
か
わ
・
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
・
窓
口
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
で
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も

婚
姻
届
等
の
届
け
出
時
に
漏
れ

の
無
い
よ
う
周
知
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

通
園
バ
ス
安
全
装
置
の
設
置

質
疑

通
園
バ
ス
安
全
装
置
の

設
置
状
況
と
安
全
対
策
は
。

答
弁

令
和
５
年
６
月
末
日
ま

で
に
、
市
内
５
施
設
14
台
の
通

園
バ
ス
に
設
置
を
完
了
し
ま
し

た
。
安
全
装
置
は
、
人
的
確
認

作
業
を
補
う
も
の
な
の
で
、
必

ず
人
的
確
認
と
、
休
み
の
届
出

が
無
い
と
き
の
保
護
者
へ
の
連

絡
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
世
帯
エ
ア
コ
ン
購
入
費

等
助
成
事
業

質
疑

予
算
額
２
７
０
０
万
円

の
う
ち
執
行
額
は
２
０
２
万
円
、

36
件
し
か
利
用
さ
れ
な
か
っ
た
。

事
業
費
の
積
算
を
ど
の
よ
う
に

行
っ
た
の
か
。

答
弁

購
入
費
の
２
分
の
１
補

助（
１
件
当
た
り
上
限
５
万
円
）

　

令
和
４
年
度
一
般
会
計
決
算
、
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
決
算
は
多
数
決
、
そ
の
ほ
か
の
決
算
は

全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
認
定
し
ま
し
た
。

　

決
算
特
別
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
の
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

民生費
125億7794万円
物価高騰対策物価高騰対策

緊急生活支援事業緊急生活支援事業
4457万円4457万円

高齢者世帯エアコン購入費高齢者世帯エアコン購入費
助成事業助成事業
202万円202万円

衛生費
26億7067万円
地球温暖化対策地球温暖化対策
推進事業推進事業
774万円774万円

すこやか子育てすこやか子育て
発達支援事業発達支援事業

1883万円1883万円

総務費
53億1414万円

移住者定住支援事業移住者定住支援事業
6693万円6693万円

デジタルガバメントデジタルガバメント
推進事業推進事業
799万円799万円

商工費
17億8494万円
しぶかわ創業開業しぶかわ創業開業
支援事業支援事業
1179万円1179万円

しぶかわ暮らししぶかわ暮らし
応援キャンペーン事業応援キャンペーン事業

2億4817万円2億4817万円

教育費
37億2613万円
小学校スタディ小学校スタディ
アシスタント事業アシスタント事業

1556万円1556万円

美術館移転事業美術館移転事業
5948万円5948万円

農林水産業費
15億2920万円

有害鳥獣対策事業有害鳥獣対策事業
2835万円2835万円

農林業者物価高騰農林業者物価高騰
対策支援事業対策支援事業

290万円290万円

土木費
30億7577万円

交通安全施設整備事業交通安全施設整備事業
4427万円4427万円

道路維持管理事業道路維持管理事業
3億3910万円3億3910万円

消防費
12億5165万円

消防ポンプ車購入事業消防ポンプ車購入事業
2709万円2709万円

防火水槽新設事業防火水槽新設事業
1978万円1978万円

安全装置が設置された通園バス
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が
生
じ
た
理
由
と
事
業
内
容
は
。

答
弁

県
補
助
金
を
利
用
し
た

た
め
ア
ニ
メ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関

す
る
事
業
に
不
用
額
が
生
じ
ま

し
た
。
事
業
内
容
は
、
本
市
が

舞
台
と
な
っ
た
ア
ニ
メ
に
関
す

る
装
飾
を
市
内
タ
ク
シ
ー
や
伊

香
保
温
泉
街
に
施
す
こ
と
で
、

ア
ニ
メ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
し

ま
し
た
。
ま
た
、
外
国
人
観
光

客
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
り
、

観
光
地
に
ご
み
箱
が
少
な
い
こ

と
を
踏
ま
え
て
、
だ
ん
だ
ん
広

場
と
石
段
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
に

ご
み
箱
を
設
置
し
ま
し
た
。

特
別
支
援
教
育
就
学
奨
励
費

質
疑

事
業
内
容
お
よ
び
医
療

的
ケ
ア
児
の
受
け
入
れ
は
。

答
弁

学
用
品
・
校
外
活
動
費・

修
学
旅
行
費
等
へ
の
支
援
を
行

っ
て
い
ま
す
。
医
療
的
ケ
ア
児

の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
は
、
就

学
２
年
前
か
ら
相
談
を
行
い
、

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
受
け
入
れ
を
行
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
渋
川
を
愛
す
る
人
材

育
成
事
業

質
疑

事
業
の
内
容
は
。

答
弁

市
内
の
小
中
学
校
等
に

で
な
か
っ
た
こ
と
が
、
多
額
の

不
用
額
が
発
生
し
た
原
因
と
考

え
て
い
ま
す
。

温
泉
施
設
管
理
運
営
事
業

質
疑

休
止
し
て
い
る「
た
ち

ば
な
の
郷
城
山
」は
、
取
り
壊

す
と
の
説
明
を
受
け
て
い
る
が
、

地
権
者
と
の
交
渉
は
。
ま
た
、

年
間
賃
借
料
は
。

答
弁

賃
借
料
は
年
額
２
３
９

万
６
２
３
０
円
で
す
。
地
権
者

と
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

合
意
に
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

現
段
階
で
い
つ
完
了
す
る
と
の

回
答
は
で
き
な
い
状
況
で
す
。

環
境
に
や
さ
し
い
宿
づ
く
り
応

援
事
業

質
疑

対
象
事
業
の
ア
メ
ニ
テ

ィ
グ
ッ
ズ
と
は
、
ど
の
よ
う
な

物
か
。
予
算
額
２
０
０
万
円
に

対
し
て
、
８
万
４
０
０
０
円
し

か
利
用
さ
れ
て
い
な
い
が
、
事

業
は
事
業
者
の
要
望
に
よ
り
実

施
さ
れ
た
の
か
。

答
弁

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
歯

ブ
ラ
シ
等
の
宿
泊
グ
ッ
ズ
を
環

境
に
や
さ
し
い
素
材
に
変
更
す

る
事
業
で
す
。
事
業
者
か
ら
の

要
望
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

国
の
方
針
を
受
け
て
市
が
事
業

を
立
案
実
施
し
た
も
の
で
す
。

市
道
折
原
川
島
線
道
路
改
良
事

業質
疑

事
業
の
進
ち
ょ
く
状
況

は
。
ま
た
、
令
和
11
年
度
に
事

業
は
完
了
す
る
の
か
。

答
弁

金
井
地
区
か
ら
伊
香
保

地
区
に
通
ず
る
道
路
で
す
。
平

成
30
年
度
か
ら
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
令
和
４
年
度
で
用

地
交
渉
が
完
了
し
、
令
和
５
年

度
か
ら
改
良
工
事
に
着
手
し
ま

し
た
。
令
和
11
年
度
の
完
成
を

目
指
し
て
改
良
工
事
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

観
光
戦
略
推
進
事
業

質
疑

予
算
額
１
８
５
８
万
円

に
対
し
、
不
用
額
６
６
９
万
円

と
し
て
、
５
０
０
世
帯
分
を
予

算
計
上
し
ま
し
た
。
利
用
者
が

少
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

事
業
の
周
知
が
十
分
で
な
か
っ

た
こ
と
、
ま
た
、
近
年
の
温
暖

化
に
よ
り
、
エ
ア
コ
ン
普
及
率

が
す
で
に
高
か
っ
た
こ
と
が
要

因
で
あ
っ
た
と
考
え
ま
す
。

医
療
的
ケ
ア
児
支
援
事
業

質
疑

予
算
額
４
５
０
万
円
に

対
し
、
３
６
０
万
円
の
不
用
額

が
発
生
し
た
原
因
は
。

答
弁

事
業
に
必
要
な
人
材
の

確
保
が
遅
れ
た
た
め
、
不
用
額

が
増
加
し
ま
し
た
。
人
材
登
用

の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
小
学
校
入
学
時

対
応
な
ど
の
課
題
が
あ
り
ま
す

が
、
早
期
に
課
題
を
解
決
し
、

事
業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

農
林
業
者
物
価
高
騰
対
策
支
援

事
業

質
疑

予
算
額
１
８
３
０
万
円

に
対
し
多
額
の
不
用
額
１
５
３

９
万
円
が
生
じ
た
理
由
と
事
業

効
果
は
。

答
弁

原
油
価
格
の
高
騰
へ
の

対
策
支
援
と
し
て
、
緊
急
的
に

事
業
対
応
し
ま
し
た
。
事
業
期

間
の
短
さ
と
事
業
周
知
が
十
分

お
い
て
、
地
域
人
材
を
生
か
し

た
講
演
や
学
習
会
を
実
施
し
ま

し
た
。
講
演
内
容
は
、「
命
の

講
座
」、「
平
和
学
習
」、「
こ
れ

か
ら
の
渋
川
を
考
え
よ
う
」で
す
。

令
和
４
年
度
特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

質
疑

未
就
学
児
均
等
割
保
険

税
繰
入
金
の
内
容
と
内
訳
は
。

答
弁

国
保
税
の
公
費
負
担
と

し
て
、
国
が
２
分
の
１
、
県
と

市
が
そ
れ
ぞ
れ
４
分
の
１
を
負

担
す
る
も
の
で
す
。
未
就
学
児

が
対
象
で
、
対
象
者
は
３
２
７

人
で
す
。

介
護
保
険
特
別
会
計

質
疑

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
下
で
の
介
護
保
険
事
業
の
影

響
は
。

答
弁

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
第
７
・
第
８
波
の
感
染
拡

大
に
よ
り
、
居
宅
介
護
サ
ー
ビ

ス
・
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ

ス
・
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
・
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
・
特
定
入
所

者
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
の
給
付
事

業
の
利
用
者
が
減
少
し
ま
し
た
。

市道折原川島線道路改良工事
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懲
罰
特
別
委
員
会
が

設
置
さ
れ
ま
し
た

　
後
藤
弘
一
議
員
は
明
確
な
根

拠
や
証
拠
を
示
さ
ず
に
除※

斥
動

議
を
提
出
し
た
と
し
て
、
ま
た
、

加
藤
幸
子
議
員
は
議
会
運
営
委

員
会
で
議
会
を
冒ぼ
う
涜と
く
す
る
発
言

を
行
っ
た
と
し
て
、
両
議
員
に

対
し
懲
罰
を
求
め
る
動
議
が
提

出
さ
れ
、
懲
罰
特
別
委
員
会
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
委
員
会
で

の
審
査
結
果
は
、
両
議
員
と
も

「
懲
罰
を
科
す
べ
き
も
の
で
な

い
と
認
め
る
。」
も
の
で
し
た
。

理
由
は
次
の
と
お
り
で
す
。

後
藤
弘
一
議
員
に
対
す
る
審
査

結
果
の
理
由

　
９
月
５
日
に
後
藤
議
員
が
提

出
し
た
除
斥
動
議
に
関
す
る
一

連
の
事
案
に
つ
い
て
、
法
令
違

反
は
見
ら
れ
な
い
、
動
議
提
出

は
議
員
の
権
利
で
あ
る
、
除
斥

自
体
が
可
決
さ
れ
て
い
る
の
で

懲
罰
事
犯
に
当
た
ら
な
い
と
考

え
る
等
の
意
見
が
あ
り
、
多
数

決
に
よ
り
、
懲
罰
を
科
す
べ
き

も
の
で
な
い
と
の
結
論
に
至
り

ま
し
た
。

　
な
お
、
懲
罰
を
科
す
べ
き
と

す
る
意
見
と
し
て
、
本
除
斥
動

議
の
提
出
理
由
は
地
方
自
治
法

の
規
定
に
該
当
せ
ず
除
斥
自
体

が
法
令
違
反
で
あ
る
、
除
斥
の

明
確
な
根
拠
を
示
す
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
、
数
の
論
理
の
発

言
は
議
会
制
民
主
主
義
の
否
定

に
当
た
る
等
の
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。

加
藤
幸
子
議
員
に
対
す
る
審
査

結
果
の
理
由

　
９
月
６
日
の
加
藤
議
員
の
議

会
運
営
委
員
会
の
構
成
に
関
す

る
発
言
に
つ
い
て
、
構
成
に
つ

い
て
見
解
を
述
べ
た
だ
け
で
あ

り
、
無
礼
の
言
葉
に
は
当
た
ら

な
い
、
こ
の
よ
う
な
事
案
で
議

会
と
し
て
制
裁
を
科
す
に
当
た

っ
て
は
慎
重
に
な
る
べ
き
等
の

意
見
が
あ
り
、
多
数
決
に
よ
り
、

懲
罰
を
科
す
べ
き
で
は
な
い
と

の
結
論
に
至
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
懲
罰
を
科
す
べ
き
と

す
る
意
見
と
し
て
、
議
会
運
営

委
員
会
が
不
正
常
と
の
発
言
は

容
認
で
き
な
い
、
渋
川
市
議
会

の
民
主
主
義
を
否
定
し
た
こ
と

は
、
た
と
え
問
い
か
け
に
対
す

る
同
意
で
あ
っ
て
も
許
さ
れ
な

い
等
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

令
和
５
年
第
２
回
臨
時
会
の

あ
ら
ま
し（
８
月
10
日
開
催
）

市
の
保
有
す
る
個
人
情
報
漏
え

い
の
調
査
に
関
す
る
決
議

　
市
か
ら
公
文
書
が
流
出
し
、

保
護
す
べ
き
個
人
情
報
が
漏
え

い
し
た
件
に
つ
い
て
、
流
出
状

況
や
内
容
か
ら
過
失
で
は
な
く

作
為
的
に
行
わ
れ
た
と
推
測
さ

れ
、
議
会
と
し
て
調
査
特
別
委

員
会
を
設
置
し
、
漏
え
い
の
経

過
に
つ
い
て
真
相
を
解
明
す
る

必
要
が
あ
る
と
す
る
決
議
が
提

出
さ
れ
、
賛
成
少
数
で
否
決
し

ま
し
た
。

賛
成
討
論　
市
長
自
ら
第
三
者

に
提
供
し
た
と
す
る
市
長
の
記

者
会
見
内
容
と
、
提
供
を
受
け

た
第
三
者
本
人
が
証
言
す
る
漏

え
い
の
経
緯
に
食
い
違
い
が
あ

る
た
め
、
調
査
特
別
委
員
会
で

事
実
関
係
を
明
ら
か
に
す
べ
き
。

反
対
討
論　
市
長
記
者
会
見
に

て
当
該
公
文
書
の
流
出
は
市
長

自
ら
第
三
者
に
提
供
し
た
も
の

と
市
長
が
発
表
し
て
お
り
、
議

会
と
し
て
漏
え
い
の
経
緯
に
つ

い
て
真
相
を
解
明
す
る
理
由
が

な
く
、
捜
査
機
関
や
司
法
の
場

で
真
実
を
明
ら
か
に
す
べ
き
。

令
和
５
年
第
３
回
臨
時
会
の

あ
ら
ま
し（
10
月
４
日
開
催
）

市
の
保
有
す
る
個
人
情
報
漏
え

い
の
調
査
に
関
す
る
決
議

　
市
の
保
有
す
る
個
人
情
報
漏

え
い
の
調
査
に
関
す
る
決
議
を

賛
成
多
数
で
可
決
し
、
調
査
特

別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
長
に
田
中
猛
夫
議
員
、
副

委
員
長
に
山
内
崇
仁
議
員
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

渋
川
市
副
市
長
の
選
任
の
同
意

　
不
在
と
な
っ
て
い
る
副
市
長

に
つ
い
て
、
伊
勢
久
美
子
氏
を

選
任
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

賛
成
多
数
で
同
意
し
ま
し
た
。

※除
じょ

斥
せき

：議員とその家族の一身上に関する事件や利害関係のある事件については、当該議員はその議事に参与することができず、
　　　その議事を取り扱う間は議場から退席となります。

令和５年 12月市議会定例会日程予定

９月定例会、第３回臨時会における記名投票の賛否一覧

日 月 火 水 木 金 土
11/26 27 28 29 30 12/1 2

本会議
（開会・議案

上程）
本会議

（議案上程）

3 4 5 6 7 8 9

一般質問 一般質問 一般質問
常任委員会

（総務市民）
（経済建設）

常任委員会
（教育福祉）

10 11 12 13 14 15 16
常任委員会
（予算） 休会 本会議

（表決・閉会）
○本会議は午前１０時から開会します。
○日程が変更されることがあります。ホームページ等でご確認ください。

議  

員  

名

中
澤
　
功
史

埴
田
　
裕
之

高
野
　
佳
美

髙
澤
　
　
幹

福
島
　
丘
泰

後
藤
　
弘
一

反
町
　
英
孝

板
倉
　
正
和

田
村
な
つ
江

田
中
　
猛
夫

山
内
　
崇
仁

田
邊
　
寛
治

加
藤
　
幸
子

茂
木
　
弘
伸

須
田
　
　
勝

望
月
　
昭
治

角
田
　
喜
和

投 票 結 果

定例会

議員提出第５号
（個人情報漏えい調査） ● 除

斥 ● ○ ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ 除
斥 ● ○ 除

斥
除
斥賛成少数にて否決

後藤議員懲罰※ ○ ● ○ ● ○ 除
斥 ○ ○ ● ● ● ● ○ ○ ● ● ○可否同数により議長裁決にて

懲罰を科さないこととした

加藤議員懲罰※ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● 除
斥 ○ ● ● ○可否同数により議長裁決にて

懲罰を科さないこととした

臨時会 市長提出第87号
（副市長選任同意） ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ○ ○ ● ● ○ 賛成多数にて可決

○：賛成　　●：反対

（ ）安カ川信之議員は、議長職の
ため表決に加わっていません。

※懲罰２件は、「懲罰を科するべ
きでない」とする委員長報告へ
の賛成・反対です。


